
重
要
な
議
員
活
動
の
一
つ
に
、

一
般
質
問
が
あ
り
ま
す
。
持
ち
時

間
は
、
質
問
と
回
答
を
合
わ
せ

40

分
間
で
す
。

樋
口
は
、
四
年
間
、
定
例
議
会

の
た
び
に
必
ず
一
般
質
問
を
行
い
、

数
多
く
の
政
策
を
提
案
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
議
員
の
重
要
な
役
割
で
あ

る
、
村
長
や
職
員
の
行
政
執
行
に

不
正
は
な
い
か
、
税
金
が
無
駄
な

く
効
果
的
に
使
わ
れ
て
い
る

か
な
ど
を
、
厳
し
く
監
視
し
、

チ
ェ
ッ
ク
し
て
き
ま
し
た
。

◇

◇

次
に
、
質
問
し
た
タ
イ
ト

ル
を
ご
報
告
し
ま
す
。
（
詳

細
は
「
ひ
ぐ
ち

.c
o
m

」

の
『
議
会
だ
よ
り
』
に
掲
載
）

◇
平
成

27
年

9
月
定
例
議
会

・
防
災
行
政
、
障
害
者
等
優
調

達
法
、
騒
音
防
止
条
例
の
運

用
と
遵
守
に
つ
い
て

◇
平
成

27
年

12
月
定
例
議
会

・
里
山
整
備
に
よ
る
産
業
と
雇

用
の
創
出

・
保
護
犬
、
迷
い
犬
対
策
の
現

状
と
今
後

・
村
民
が
安
心
で
き
る
医
療
体

制
の
確
立
に
つ
い
て

◇
平
成

28
年

3
月
定
例
議
会

・
健
康
立
村
へ
の
可
能
性
に
つ
い
て

・
交
通
弱
者
へ
の
対
策
に
つ
い
て

・
人
づ
く
り
と
教
育
の
役
割
に
つ
い
て

◇
平
成

28
年

6
月
定
例
議
会

・
塩
素
水
増
請
求
事
件
に
対
す
る

第
三
者
委
員
会
の
答
申
に
つ
い
て

・
諮
問
委
員
会
に
議
員
が
加
わ
る
こ
と
に
つ
い
て

・
学
校
統
合
よ
り
子
供
の
交
流
人
口
を
増
や
す
施
策
の

提
案

◇
平
成

28
年

9
月
定
例
議
会

・
公
金
の
無
駄
遣
い
を
廃
す
る
入
札
制
度
改
革

に
つ

い
て

・
健
康
立
村
に
向
け
た
村
民
の
健
康
管
理
と
医
療
改
善

に
つ
い
て

・
児
童
・
生
徒
の
通
学
路
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

◇
平
成

28
年

12
月
定
例
議
会

・
村
長
二
期
目
に
向
け
た
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

・
提
案
し
た
政
策
の
進
捗
状
況
や
次
年
度
に
向

け
た

方
針
と
見
通
し
に
つ
い
て

◇
平
成

29
年

3
月
定
例
議
会

・
（
村
長
の
）
村
民
及
び
職
員
と
の
信
頼
関
係
構
築
の

姿
勢

・
職
員
採
用
試
験
の
実
態
に
つ
い
て

◇
平
成

29
年
６
月
、
９
月
定
例
議
会
は
、

（
流
会
と
一
日
議
会

の
た
め
ナ
シ
）

◇
平
成

29
年

12
月
定
例
議
会

・
百
条
調
査
の
結
果
に
つ
い
て

・
フ
ラ
ン
ス
視
察
渡
航
に
関
す
る
監
査
結
果
に
つ
い
て

◇
平
成

30
年

3
月
定
例
議
会

・
平
成

30
年
度
の
職
員
人
事
の
方
針
に
つ
い
て

・
２
０
２
０
年

オ
リ
・
パ
ラ
に
向
け
て
本
村
主
体
の

政
策
に
つ
い
て

・
多
発
す
る
職
員
の
不
祥
事
の
抜
本
的
対
策
に
つ
い
て

◇
平
成

30
年

6
月
定
例
議
会

・
再
任
用
職
員
の
懲
罰
処
分
に
つ
い
て

・
新
教
育
長
の
教
育
行
政
の
姿
勢
に
つ
い
て

◇
平
成

30
年

9
月
定
例
議
会

・
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

・
富
士
箱
根
伊
豆
交
流
圏
構
想
に
つ
い
て

・
高
齢
者
・
障
害
者
等
の
外
出
支
援
に
つ
い
て

◇
平
成

30
年

12
月
定
例
議
会

・
村
長
の
政
治
姿
勢
と
、
組
織
改
革
の
課
題
解
決
に
つ

い
て

・
明
神
前
交
差
点
周
辺
整
備
の
進
捗
状
況
と
実
現
に
つ

い
て

◇
平
成

31
年

3
月
定
例
議
会

・
改
め
て
村
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

・
議
会
放
映
の
課
題
と
今
後
に
つ
い
て

①
定
住
化
促
進
新
築
等
補
助
金
百
万
円

の
不
正
受
給
が
発
覚

②
遠
因
と
な
る
公
園
墓
地
名
議
書
き
換

え
の
真
実
解
明

③
地
方
公
務
員
法
に
違
反
し
た
職
員
不

正
採
用
を
行
っ
た

④
フ
ラ
ン
ス
渡
航
に
つ
い
て
、
違
法
な

会
計
処
理
を
行
っ
た

⑤
山
林
へ
の
大
量
の
土
砂
の
、
不
法
持

ち
込
み
を
見
逃
し
た

⑥
消
防
関
連
費
を
年
度
内
に
支
払
わ
な

か
っ
た

⑦
ふ
る
さ
と
納
税
寄
付
者
の
控
除
手
続

き
を
怠
っ
た

議
会

ど

よ
う
に
対
処
し
た
か
・
・
・

調
査
や
収
集
し
た
資
料
を
も
と
に
、
当

局
の
不
祥
事
に
対
す
る
対
応
を
迫

り
、

再
発
防
止
を
約
束
さ
せ
ま
し
た
。
そ
の

中
で
も
特
に
①
と
②
に
つ
い
て

は
、
議

会
に
認
め
ら
れ
た
強
力
な
調
査
権
の
発

動
で
あ
る
「
百
条
調
査
委

員
会
」
を
設

置
し
て
調
査
し
、
当
局
の
調
査
で
は
、

「
返
金
さ
れ
て
い
る
の

で
問
題
な
い
」

と
し
た
調
査
結
果
を

覆
す
証
言
が
次
々

と
得
ら
れ
ま
し
た
。

補
助
金
百
万
円
は

返
還
さ
れ
た
と
は
い
え
、
幹
部
職
員
の

度
重
な
る
悪
質

な
不
正
受
給
は
、
犯
罪

で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

ま
た
、
百
条
調
査
に
は
、
虚
偽
の
発

言
を
す
れ
ば
告
発
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
規
定
が
あ
り
ま
す
。
委
員
会
調
査
の

結
果
、

3
名
の
証
人
（
当
時
の
総
務
課

長
、
当
時
の
教
育
長
、
当
時
の
議
会
議
長
）
が
事
実
に

反
し
た
ウ
ソ
の
証
言
を
し
た
こ
と
、
そ
れ
に
加
え
て
資

料
の
提
出
を
正
当
な
理
由
な
く
拒
否
し
た
村
長
に
対
し
、

百
条
の
罰
則
規
定
に
違
反
し
た
理
由
で
、
議
会
は
「
告

発
す
べ
き
」
と
議
決
を
し
ま
し
た
。

実
際

結
末

告
発
は
議
会
議
決
で
す
が
、
告
発
事
務
は
議
長
の
責

務
で
す
。
し
か
し
、
羽
田
弥
壽
彦
議
長
は
「
重
く
受

け
止
め
て
い
る
」
と
い
う
無
責
任
な
言
動
を
繰
り
返
す

の
み
で
、
３
月
最
終
定
例
議
会
ま
で
実
行
し
て
い
ま
せ

ん
。
こ
れ
は
議
会
議
決
を
無
視
し
た
職
務
放
棄
の
重
大

問
題
で
す
。
正
義
感
に
欠
け
、
法
に
抵
触
し
た
公
人
を

公
私
混
同
し
て
庇
う
と
い
う
、
最
も
悪
質
な
議
員
と
い

う
べ
き
で
す
。
彼
に
よ
り
、
山
中
湖
村
村
議
会
の
名
誉

は
大
き
く
損
な
わ
れ
、
将
来
に
深
く
禍
根
を
残
す
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
羽
田
議
員
の
支
援
者
に
は
、
大
い
に

考
え
て
も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。

◇

◇

◇

◇

◇

現
村
長
に
対
し
、
樋
口
は
、
落
選
し
て
い
た
４
年
間

は
友
人
と
し
て
、
今
期
三
期
目
の

4
年
間
は
村
民
の

代
表
の
一
人
と
し
て
、
政
策
提
言
や
不
祥
事
に
対
す
る

厳
し
い
指
摘
と
再
発
防
止
を
進
言
し
ま
し
た
が
、
村
長

に
は
、
素
直
に
受
け
入
れ
る
姿
勢
は
な
く
、
反
対
に
逆

恨
み
的
態
度
を
向
け
ま
し
た
。
村
長
の
姿
勢
は
職
員
に

対
し
て
も
同
様
で
、
職
員
は
結
活
力
を
失
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
が
村
政
停
滞
の
根
本
的
「
ガ
ン
」
で
す
。
。

し
か
し
、
執
行
機
関
の
監
視
役
で
あ
る
「
議
会
議
員

の
質
」
が
高
ま
り
、
議
会
の
機
能
が
発
動
さ
れ
れ
ば
、

村
民
本
位
の
政
治
に
向
け
て
、
大
き
く
前
進
し
ま
す
。

な
ぜ
な
ら
、
正
義
を
理
路
整
然
と
訴
え
て
も
、
議
会

は
、
結
局
「
数
」
で
す
。
村
長
や
職
員
の
不
正
を
隠
ぺ

い
し
、
明
ら
か
に
無
駄
遣
い
と
思
わ
れ
る
不
正
・
不
当

な
税
金
の
使
い
方
を
容
認
す
る
議
員
が
多
い
こ
と
で
、

執
行
部
の
緊
張
感
が
緩
み
活
力
を
失
い
、
村
の
行
政
が
、

村
外
か
ら
嘲
笑
さ
れ
て
も
気
づ
か
な
い
結
果
に
な
り
ま

す
。
現
在
が
、
正
に
そ
の
渦
中
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
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四
年
間

発
覚
し
た
不
祥
事

平
成

27
年

7
月
、
多
く
支
援
者
の
期
待
を
背
負
い
初
当
選
し
た
若
い
議
員
が
病
死
さ
れ
、
樋
口
は
繰
り
上
げ
当
選
と
な
り
ま
し
た
。
実
は
、

当
選
証
書
付
与
式
の
日
は
、
自
然
関
係
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
パ
ネ
ラ
ー
の
一
人
と
し
て
、
紀
州
の
高
野
山
に
お
り
、
家
内
が
代
理
で
付
与
式
に
臨

み
ま
し
た
。

高
野
山
大
学
で
の
講
演
を
終
え
て
「
奥
の
院
」
に
参
じ
た
と
き
、
三
期
目
は
、
こ
れ
ま
で
に
も
増
し
て
大
い
な
る
力
に
押
し
出
さ
れ
た
確
信
と
、

緊
張
感
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
村
民
の
願
い
と
山
中
湖
村
の
名
誉
と
尊
厳
を
守
る
た
め
に
、
全
力
を
尽
く
す
こ
と
を
堅
く
誓
い
ま
し
た
。

一般質問で政策提言

大
勢
の

さ

の

応
援

深
く
感
謝
い
た

し

す
。

13

回
行
っ
た
一
般
質
問

◆
行
政
チ
ェ
ッ
ク
の
す
す
め
か
た

〇
ま
ず
行
政
文
書
の
情
報
開
示
請
求
を
し
ま
す

樋
口
は
、
こ
れ
ま
で
に
「
開
示
請
求
」
を
、

69
回
行
っ
て
き
ま
し
た
。
あ
る
時
は
投
書
を
も

と
に
関
係
資
料
を
取
集
し
、
ま
た
、
ニ
ュ
ー
ス
報

道
か
ら
問
題
点
を
整
理
し
、
核
心
部
分
の
情
報
を

収
集
し
分
析
し
ま
し
た
。

資
料
の
コ
ピ
ー
代
は

1
枚

10
円
（
以
前
は

20
円
）

で
、
時
に
は

1
回
で
２
万
円
以
上

支
払
っ
た

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ

が
、
現
担
当
課
長
は
詭
弁
を
弄
し
、
個
人
情

報
を
盾
に
資
料
の
ほ
と
ん
ど
が
黒
塗
り
だ
っ

た
こ
と
も
多
々
あ
り
ま
す
。
本
来
行
政
情
報

は
村
民
に
届
く
べ
き
も
の
で
あ
る
の
に
、
隠

ぺ
い
体
質
は
、
益
々
悪
化
す
る
ば
か
り
で
す
。

議
会
議
員

質

何

これまでに69回
の情報公開請求

← 議会だよりの

一般質問の頁



・
村
長
や
詭
弁
を
弄
す
る
側
近
課
長
は
、
こ
と
あ

る
ご
と
に
「
予
算
の
調
整
（
編
成
）
お
よ
び
執
行
権
は

村
長
に
専
権
的
に
属
す
る
」
こ
と
を
声
高
に
主
張
し
、

村
長
擁
護
派
の
議
員
も
「
村
長
の
執
行
権
の
方
が
強
い
」

と
平
気
で
発
言
し
て
い
ま
す
。

先
の

3
月

18
日
の
定
例
議
会
に
お
け
る
一
般
質
問

で
、
村
長
は
議
会
放
送
に
関
す
る
議
会
内
問
題
に
介
入

し
、
す
で
に
録
画
さ
れ
た
昨
年

12
月
の
議
会
の
放
映

費
用
や

3
月
定
例
議
会
の
収
録
費
用

に
つ
い
て
「
支
出
を
見
合
わ
せ
る
」

と
通
告
す
る
公
文
書
を
、
議
会
に
発

し
ま
し
た
。
こ
の
行
為
そ
の
も
の
の

法
令
根
拠
に
つ
い
て
、
樋
口
の
質
問

に
は
「
法
的
根
拠
は
な
い
」
と
答
え

な
が
ら
も
、
予
算
見
合
わ
せ
通
告
の

法
的
根
拠
は
、
地
方
自
治
法
第
149

条
の

「
予
算
の
調
整
お
よ
び
執
行
権
」
の

条
文
だ
と
主
張
し
て
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
樋
口
は
、
村
長
に
「
で
は
、

予
算
は
だ
れ
が
定
め
る
の
か
？
」
と

再
質
問
し
ま
し
た
。
村
長
は
一
瞬
ポ

カ
ン
ー
ン
と
し
て
い
た
の
で
、
限
ら

れ
た
持
ち
時
間
で
も
あ
る
た
め
、

「
地
方
自
治
法
第

96
条
第
１
項
第
２

号
に
、
議
会
の
権
限
と
し
て
『
予
算

を
定
め
る
こ
と
』
と
明
記
し
て
あ
り

ま
す
。
つ
ま
り
、
予
算
は
議
会
が
議

決
し
な
け
れ
ば
執
行
で
き
ず
、
「
議

会
が
定
め
た
予
算
」
を
、
村
長
が
執

行
す
る
の
で
す
」
さ
ら
に
、
「
村
長

の
事
業
お
よ
び
予
算
執
行
が
、
正
し

く
適
切
に
行
わ
れ
て
い
る
か
に
つ
い

て
、
議
会
の
監
視
と
チ
ェ
ッ
ク
を
受

け
る
立
場
に
あ
る
の
で
す
よ
」
、
と

諭
す
よ
う
述
べ
る
と
、
慌
て
て
手
元

の
法
令
集
を
開
い
て
確
認
し
て
い
ま

し
た
。
そ
の
姿
を
、
議
場
に
い
る
議

員
諸
兄
は
全
員
見
て
い
た
は
ず
で
す
。

言
い
換
え
る
と
、
議
会
の
議
論
と

議
決
に
は
、
そ
う
し
た
重
い
役
割
が

あ
り
、
議
員
の
「
質
」
に
は
素
朴
な

村
民
目
線
で
あ
り
な
が
ら
も
、
一
定
の
法
令
知
識
を
有

し
、
基
本
的
な
社
会
常
識
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
を
、
今

さ
ら
な
が
ら
痛
感
し
て
い
ま
す
。

◎
野

ら

の
バ
ス
停
に
、

い
つ
屋
根

る

？

昨
年
７
月
の
夕
立
の
日
に
、
明

神
前
交
差
点
で
売
店
兼
観
光
案
内

を
し
て
い
る
「S

A
N
K
A
K
U

」
の
オ
ー
ナ
ー
が
雨
宿

客
を
気
持
ち
よ
く
店
内
に
迎
え
入
れ
て
い
ま
し
た
。
以

前
か
ら
野
ざ
ら
し
の
バ
ス
停
を
何
と
か
し
て
ほ
し
い
、

と
い
う
要
望
が
あ
り
ま
し
た
が
、
国
会
議
員
に
陳
情
し

て
も
役
に
立
た
な
か
っ
た
と
聞
い
て
お
り
ま
し
た
。

オ
ー
ナ
ー
の
献
身
的
な
姿
に
心
打
た
れ
、
改
善
で
き

な
い
理
由
を
解
明
す
る
た
め
関
連
す
る
書
類
を
集
め
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
バ
ス
停
部
分
だ
け
が
「
国
土
交
通

省
」
の
名
義
で
、
「
歩
道
」
管
理
地
で
す
。
早
速
、
国

交
省
甲
府
事
務
所
の
道
路
課
長
と
交
渉
す
る
と
、
「
歩

行
者
の
通
行
を
妨
げ
る
モ
ノ
は
一
切
ダ
メ
で
す
」
と
の

回
答
で
し
た
。
更
に
交
渉
し
、
須
走
の
富
士
学
校
前
バ

ス
停
（
下
り
方
面
）
の
歩
道
に
ア
ー
ケ
ー
ド
型
の
屋
根

が
つ
い
て
い
る
写
真
を

見
せ
る
と
、
「
そ
れ
な

ら
可
能
で
す
」
と
い
う

回
答
を
頂
き
、
役
場
の

担
当
課
長
と
な
る
べ
く

早
い
実
現
に
向
け
て
話

し
合
い
ま
し
た
。
担
当

課
長
は
、
周
辺
整
備
の

土
地
交
渉
を
地
道
に
進

め
て
お
り
、
「
歩
道
に

直
に
設
置
す
る
よ
り
、

足
場
部
分
は
隣
地
の
了

解
を
得
た
方
が
広
く
使

え
る
」
と
い
う
こ
と
で
、

交
渉
の
成
り
行
き
を
見

守
っ
て
い
ま
す
が
、
や
っ

と
良
い
方
向
が
見
ら
れ
た
直
後
に
、
村
長
は
、
３
月
定

例
会
最
終
日
に
事
業
執
行
の
予
算
計
上
を
了
承
し
ま
せ

ん
で
し
た
。
樋
口
が
関
わ
っ
た
か
ら
で
し
ょ
う
か
？

村
長
は
、
一
体
い
つ
ま
で
無
情
を
さ
ら
す
の
か
？

ま
こ
と
に
忍
び
な
い
思
い
で
す
が
、
し
か
し
、
「
屋
根

付
き
バ
ス
停
」
を
必
ず
実
現
さ
せ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

三
国
山
下
ト
ン
ネ
ル
建
設
で
富
士
箱
根
伊
豆

交
流
圏
構
想
の
可
能
性

隣
の
小
山
町
に
第
二
東
名
の
イ
ン
タ
ー
が
建
設
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
山
中
湖
村
へ
の
新
し
い
玄
関
口
が
で
き

る
可
能
性
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
既
に
小
山
町
で
は

壮
大
な
計
画
図
ま
で
用
意
さ
れ
て
お
り
、
実
現
す
れ
ば
、

平
野
地
域
の
東
側
か
ら
甲
府
盆
地
ま
で
の
道
路
網
が
整

備
さ
れ
ま
す
。
一
市
二
村
道
と
の
連
携
に
よ
り
、
大
き

な
可
能
性
が
描
け
ま
す
。
村
長
は
あ
ま
り
積
極
的
で
は

な
い
よ
う
で
す
が
、
積
極
的
に
に
進
め
て
い
き
た
い
も

の
で
す
。

平
野
明
神
山
周
辺
が
、
世
界
的
な
聖
域
と
な

る
計
画
に
つ
い
て

小
山
町
か
ら
の
道
路
網
が
整
備
さ
れ
れ
ば
、
明
神
山

周
辺
は
素
晴
ら
し
い
眺
望
と
、
広
大
な
ス
ス
キ
の
草
原

（
茅
場
）
と
し
て
、
世
界
に
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
魅
力
の

場
所
に
な
り
ま
す
。

し
か
も
、
山
頂
に
は
「
諏
訪
明
神
」
の
社
と
「
地
球

戦
没
者
慰
霊
之
碑
」
の
柱
木
が
建
っ
て
お
り
、
世
界
平

和
を
願
う
た
め
の
観
光
客
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
得
る
で
し
ょ

う
。明

神
山
周
辺
の
聖
域
化
計
画
に
よ
り
、
山
中
湖
村
が

富
士
山
と
共
に
精
神
性
の
高
い
観
光
地
に
な
る
こ
と
を

願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

樋
口
が
、
昭
和

52
年

10
月
末
に
家
族
（
４
人
）
で

山
中
湖
村
に
移
住
し
た
理
由
は
、
昭
和

19
年
か
ら
平

野
に
隠
棲
し
て
未
来
学
を
研
究
さ
れ
て
い
た
、
思
想
家

で
歴
史
哲
学
者
の
故
仲
小
路
彰
先
生
の
膝
元
で
、
門
下

生
と
し
て
学
ぶ
た
め
で
し
た
。

仲
小
路
先
生
は
、
学
究
の
か
た
わ
ら
、
東
小
学
校
や

平
野
保
育
園
の
校
歌
・
園
歌
を
作
詞
作
曲
さ
れ
、
今
も

歌
い
継
が
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
「
山
中
湖
村
青
年
団

団
歌
、
青
年
団
綱
領
」
は
、
現
在
、
平
野
コ
ミ
ニ
テ
ィ
ー

セ
ン
タ
ー
の
講
堂
に
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
先
生
の
山
荘
に
は
、
政
財
界
の
要
人
が
度
々

訪
れ
て
お
り
、
時
の
総
理
大
臣
佐
藤
栄
作
氏
は
、
沖
縄
返

還
交
渉
の
解
決
策
に
つ
い
て
先
生
と
会
談
す
る
た
め
、
ホ

テ
ル
マ
ウ
ン
ト
富
士
ま
で
足
を
は
こ
ん
で
い
ま
す
。
仲
小

路
彰
先
生
は
、
膨
大
な
著
作
を
遺
し
、
昭
和

59
年
９
月
１

日
に
平
野
で
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
、
か
け
が
え
の
な
い
偉
業
を
少
し
で
も
掘
り
起
こ

す
こ
と
は
、
今
で
も
樋
口
の
大
事
な
仕
事
で
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

あ
り

う
ご

い
ま

た

お
わ
り
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予
算

誰

定
め
る

？

議
会
放
映
は

実
現
で
き
た
が
・
・

平
成

17
年
に

1,
５
０
０

名
も
の
署
名
を
添
え
て
誓

願
さ
れ
た
「
議
会
の
テ
レ

ビ
放
映
」
は
、
２
０
１
８
年

９
月
定
例
議
会
最
終
日
の
模
様
を
収
録
し
、

12
月
３
，
４
日
の
両
日
に
２
時
間
枠
で
放

映
さ
れ
ま
し
た
。
三
期
目
に
な
っ
て
、
早

い
段
階
か
ら
議
員
諸
兄
に
提
案
し
ま
し
た

が
、
芳
し
い
反
応
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
れ
ま
で
の
３
年
間
、
議
会
内
の
役
に
は

樋
口
を
一
切
就
任
さ
せ
ず
、
昨
年
６
月
の

議
会
に
て
、
や
っ
と
議
会
運
営
委
員
（
４

名
）
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
樋
口
は
、
開

口
一
番
「
議
会
放
映
を
必
ず
実
行
す
る
」

と
宣
言
し
ま
し
た
。
全
国

20
か
所
以
上
の

議
会
に
電
話
を
し
て
実
情
を
伺
い
、
専
門

業
者
に
も
６
社
来
て
い
た
だ
き
詳
細
な
見

積
り
も
集
め
ま
し
た
。
こ
の
間
協
力
し
て

く
れ
た
議
員
は
１
～
２
名
で
し
た
。
９
月

定
例
議
会
初
日
か
ら
収
録
を
計
画
し
ま
し

た
が
、
村
長
擁
護
派
の
議
員
は
あ
か
ら
さ

ま
に
妨
害
を
し
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
半
数

の
議
員
の
協
力
を
得
て

12
月
３
，
４
日
に

無
事
放
映
が
で
き
ま
し
た

と
こ
ろ
が
、C

A
T
V

山
中
湖
に
加
盟

し
て
い
る
の
は
、
約
半
数
の
世
帯
で
あ
り
、

半
数
以
上
の
世
帯
で
は
見
る
こ
と
が
で
き

ず
、
見
た
方
か
ら
も
内
容
が
よ
く
分
か
ら

な
い
と
い
う
ご
意
見
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。
樋
口
も
未
加
入
の
た
め
、
友
人
に

録
画
を
依
頼
し
た
も
の
に
解
説
を
付
け
、

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
に
ア
ッ
プ
し
、
「
ひ
ぐ
ち

.

c
o
m

」
と
い
う
樋
口
のH

P

で
見
ら
れ
る

よ
う
に
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
１
月
末
に

C
A
T
V

山
中
湖
の
社
長
が
来
訪
さ
れ
、

著
作
権
侵
害
を
理
由
に
削
除
す
る
よ
う
文

書
で
申
し
入
れ
て
き
ま
し
た
。
著
作
権
法

に
対
す
る
見
解
が
か
み
合
わ
ず
、
し
か
も
、

カ
メ
ラ
マ
ン
の
撮
影
費
用
、
編
集
費
、
２

日
間
の
放
送
料
金
の
全
て
が
村
民
の
税
金

で
支
払
わ
れ
て
い
る
以
上
、
樋
口
は
、
全

村
民
に
は
見
る
権
利
が
あ
り
、
議
会
は
見

て
頂
く
環
境
を
整
え
る
義
務
が
あ
る
、
と

主
張
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
社
長
は
、
数

日
後
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
に
削
除
を
申
立
て
、

削
除
さ
せ
ま
し
た
。

こ
れ
と
同
じ
く
し
て
、
村
長
は
、
樋
口

のS
N
S

ア
ッ
プ
を
理
由
に
、
既
に
撮
影

済
の
昨
年

12
月
定
例
議
会
の
放
映
費
用
と

今
年
３
月
の
定
例
議
会
の
収
録
お
よ
び
放

映
費
用
の
代
金
支
出
を
見
合
わ
せ
る
と
通

告
し
て
き
ま
し
た
。
議
会
放
映
は
議
会
内

の
事
業
で
あ
り
、
村
長
の
一
方
的
通
告
は

越
権
行
為
で
、
法
治
主
義
に
反
す
る
こ
と

か
ら
、
議
長
に
毅
然
と
対
応
す
る
よ
う
申

し
入
れ
ま
し
た
が
、
議
会
の
尊
厳
を
守
る

こ
と
を
貫
け
な
い
腰
砕
け
の
議
長
で
し
た
。

し
か
し
、
来
年
度
か
ら
も
、
議
会
放
映
の

費
用
は
予
算
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

◎
義
員
一
期
目
に
は
、
そ
れ
ま
で
無
か
っ

た
「
予
算
・
決
算
に
関
す
る
特
別
委

員
会
」
の
設
置
。

◎
二
期
目
に
は
、
そ
れ
ま
で
非
公
式
だ
っ

た
全
員
協
議
会

を
「
正
式
な
会
議
と

し
、
原
則
公
開
」
と
す
る
会
議
規
則

の
改
正
。

◎
三
期
目
に
は
、
「
議
会
放
映
の
実
現
」

を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

達
成
で
き
た
事
業

山中湖の東にある明神山

右中腹にはパノラマ台があり

絶景のビューポイントです

◎

樋
口
と
山
中
湖
村
と
の
縁

屋根付きバス停のイメージ図


